
新年おめでとうございます 2 0 1 3 年 元旦

四天王寺金堂と五重塔

日本書紀によれば、推古天皇元年
（5 9 3 年）に建造が開始された。「聖徳
太子建立の寺」であり、既存の仏教
諸宗派にこだわらない全仏教的な立
場から、1 9 4 6 年に和宗総本山として
独立している。
四天王寺は度々災害や戦火に見舞
われ、幕末には文化9 年( 1 8 1 2 ) に再
建され近代まで残っていたが昭和9
年( 1 9 3 4 ) の室戸台風で五重塔と中門
が倒壊、金堂も大被害を受けた。五
重塔は昭和1 4 年( 1 9 3 9 ) に再建される
が、昭和2 0 年( 1 9 4 5 ) の大阪大空襲で
他の伽藍とともに焼失。
現存の中心伽藍は昭和3 2 年( 1 9 5 7 )
から再建にかかり昭和3 8 年( 1 9 6 3 ) に
完成したもので、鉄筋コンクリート造り
であるが、飛鳥建築の様式を再現し
たもの。



キマダラヒカゲの
V 字A N T とつぶらな瞳

ヤマトシジミの井戸端会議
（羽をひろげても2 c m
そこそこの小さな蝶です）

p h o t o  b y  
J H 3 A E F  東條純一

ＡＰＤＸＣの成果

ＡＰＤＸＣの2 日目のバスツアーに参加。朝から伏見の
日本酒を試飲。続いてサントリー山崎では見学の最後
に新発売の「山崎」ニュー・バージョンのハイボールの
試飲、香りの豊かな爽やかなウィスキーでした。お腹を
すかせて清水焼団地へ、お弁当を頂いて気分もゆっ
たりしたところで焼き物教室に参加し、私は湯飲みの
絵付けを試してみました。釉の濃さと焼き上がりの色と
の兼ね合いが判らないので不安でしたが、まずまずの
出来上がりで、ワイフとお茶の時間に使っています。

J A 3 A O P  /  杉山　曉
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2 0 1 2  A R R L  1 0 m  コンテスト参加記 J A 3 A O P  /  杉山　曉

2 0 1 2 / 1 2 / 0 8  クラブのロールコールの後 A R R L  1 0 m  c o n t e s t  
のＳＳＢ部門に参加しました。
事前に準備ができていませんでしたので、時間配分の計画も
無いまま、出ている局をコールする。シングルバンドのコンテ
ストなのですぐに終わり、ランニングに移る。アンテナはＯＣ方
面とＮＡに向け、時々切換ながら運用。コールしてくれるのは
殆どがV K 局で、時々Z L 、D U と南米の局が呼んでくれる。
アメリカからのコールが１局あったのみでマルチがなかなか増
えない。やがて、J A からのコールが増えてくる。
0 5 : 1 4 U T C まで５時間がんばったが、N A はカリフォルニアの１
局のみでした。
食事や休憩の後、0 6 : 3 0 U T C から再開するも低調、V K とアジ
アの近隣国がぱらぱらで１時間ほどでまた休憩。0 8 : 3 0 U T C
に再開したが芳しくなく、V K ３局で0 8 : 5 0 U T C には本日は終
了！   １日目は低調に終わりました。 A S ,  O C ,  S A  以外では,
 N A はＣＡ１局、A F はＺＳ１局、 E U なし。

太陽の黒点数の経過を見てみますとＦｉｇ．１で判るように１１
月は太陽黒点数も多く、ハイバンドも賑わったのですが、１１
月の末からは黒点数が減り始めA R R L  1 0 m  では、黒点数の
極小の時期に当たりました。

翌朝は2 3 0 0 U T C 頃から開始。A S , O C , S A とは交信できるがN A
はさっぱり駄目です。　0 6 U T C を過ぎてＺＳとのパスが開けた
が局数は限られている。0 8 U T C から２０分ほどJ A I G - N E T に参
加した。D L とは２１ＭＨｚでＬＰが開けていたので、期待して2 8
M H z に戻ったがＮＧ。　0 9 U T C 前には諦めてコンテストを離れ
た。1 1 4 0 U T C 受信機のS c o p e 表示が賑やかだ！慌てて戦線

に復帰、1 2 4 0 U T C までの１時間E U とのL P がオープンし、C T ,
E A , F を中心に4 5 局と交信できマルチも少し増えた。
この時間帯の「ＨＡＭＣＡＰ」の伝播予測（S S N = 4 0 ）をみると、
F i g . 2 , F i g . 3 が1 1 0 0 U T C のS P とL P の伝播予測。F i g . 4 が0 9 0 0 U
T C のL P 伝播予測です。予測からすれば0 9 0 0 頃が可能性が
高いですが、この日は遅い時間のドラマチックなＬＰのオープ
ンでした。図中の赤い線はJ A からE A への伝播ルートです。
S P では高緯度の夜間パスが含まれ伝播が困難ですが、ＬＰ
では低緯度地域と夏の南半球そして昼間の北半球を通るの
で電離層の恩恵を受けて長距離の伝播が成り立っていること
がわかります。このコンテストのマルチはD X C C とアメリカ、カ
ナダ、メキシコの洲なのでN A とどれだけできるかがポイントで
す。月曜の朝のN A を期待しながら床につきました。
月曜の朝は2 2 0 0 U T C 過ぎから開始。Ｗの各地域がスポット的
に移り変わりながら交信できる。2 3 0 0 U T C を過ぎるとテンポは
落ちるが、終了まで約8 0 局と交信できマルチもかなり増えた。
今年のA R R L  1 0 m はコンディションは良くなかったが、非常に
スリリングな展開で忘れ難いコンテストになりました。
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F I G . 1   太陽黒点数推移
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